
調査結果の概要

 

平成２４年度の供給可能量は５，１１４万本となり、対２３年度比（５，３１９万本）９６．１％と若干の減少となってい

る。ピーク時（平成６年度、１億７，８００万本）からの減少傾向はやはり止まらずに続いている（図-１）。樹種群別

内訳は、グラウンドカバープランツ（ＧＣＰ）が も多く全体の４０．１％と４割を占め、次に低木常緑樹が４分の１強

の２７．５％、３番目にコンテナ樹木が１５．１％の順となる。露地栽培物のシェアー４４．９％に対し、コンテナ栽培

物のシェアーは５５．１％となっている。 

主要な樹種群について種類別の内訳をみると、ＧＣＰでは、タマリュウ３９８万鉢（ＧＣＰ全体の１９．４％）、シバ

ザクラ類２３８万鉢（同１１．６％）、コグマザサ１０５万鉢（同５．１％）の構成となる。 

 低木常緑樹ではサツキ４６７万本（低木常緑樹全体の３３．２％）、オオムラサキツツジ１５５万本（同１１．０％）、

ヒラドツツジ１５４万本（同１０．９％）が上位３樹種を構成している。 

 コンテナ樹木は、Cham. pi. ‘フィリフェラ・オーレア’４３万鉢（コンテナ樹木全体の５．６％）、オタフクナンテン３

５万鉢（同４．５％）、セイヨウベニカナメ３３万鉢（同４．３％）が上位を占めている。 

 ２４年度の総数は２３年度に対し３．９ポイント減少し、対２３年度比は露地物１００．７％に対しコンテナ物９２．

７％となり、コンテナ物は４年続けて減少する中で、露地物は２年続けて増加している（図-２）。２４年度露地栽培

樹木の対前年度比の内訳は、高中木１００．１％、低木１０１．１％となり、両方とも常緑樹（針葉樹を含む）は増加

しているものの、落葉樹は減少している。とくに、高中木落葉広葉樹は半減している（1,500→791万本）。これは

23年度まで都道府県支部単位の調査から、24年度より会員別集計に切り替えた集計方法の相違の影響を受け

ていることによる。コンテナ栽培物は樹木９０．４％、ＧＣＰ９３．６％となっていることから、露地栽培物の増勢が全

体の減少を弱めている。 



［需要の動向］ 

 
建設工事施工統計調査（国土交通省）によると、平成２２年度の造園工事完成工事高は４，５７１億円、前年度

に比べ０．４％の微減、平成１５年度より７年連続して減少している。このうち、造園工事業種が元請で受注して

いる金額は２，６５９億円（前年度比６．２％増）で、元請比率は５８．２％を占める。元請比率は前年度に比べ３．

６ポイント上昇となる。完成工事高は平成１２年度以降でみると、平成１７年度まで９～７千億円台へ大きく動き、

平成１９年度まで５千億円台、平成２０年度以降は４千億円台を維持している（図-３）。 
また、平成２２年度の元請受注額を発注者別にみると、公共は１，１５８億円（４３．６％）、民間は１，５０１億円

（５６．４％）となり、２年続けて民間のウェイトを高める結果となる。 
なお、造園工事業を含む総合工事業８業種全体でみると、平成２２年度の元請比率は７８．３％、公共と民間

の比率は３０．４％：６９．６％となっている。 

 
公共工事の全体的状況を、「公共工事前払金保証統計」（北海道・東日本・西日本建設業保証㈱）によって

検討する。平成２３年度の件数は２６９，８１５件、前年度に比較し０．３％の微減、請負金額は１１兆２，２４９億円、

前年度に比べ０．５％微減と横這いとなる。請負金額は２１年度に一時的に回復したものの、逓減傾向で推移し

ている。発注者別では、市区町村が も大きく件数で４７．６％、請負金額で３４．４％を占め、２番目は都道府県

の各々４０．１％、３１．４％となる。地域別には、関東のウェイトが大きく件数で２１．０％、請負金額で全国のおよ

そ 1/4（２６．６％）を占める。 
１件当たり請負金額の推移をみると、平成２３年度は４，１６０万円、３年連続の減少となり、かろうじて４千万円

台を維持している。造園植栽工事に結びつきの強い公園および道路工事の請負金額について、道路部門も公

園部門もおおむね横這いとなる。 
「建設工事受注動態統計調査（大手５０社）」（国土交通省）をもとに、民間の建築・土木工事の動向を把握す

る。平成２３年度の受注高は７兆２，３６７億円、民間工事は、製造業等が増加したため、前年度比３．７％増加し、

４年ぶりの増加となる。 
 
 



［集計上の注意事項］ 
 
１）集計表（九州反映版：修正版）_20120919.xls のシート：年度別推移 
 
①集計明細、14 行目、マット栽培物、08 草本、12,443 はマット栽培の数値（㎡）なので除外 
 
２） 近５カ年の供給可能量の推移 
 平成 22 年度の数値は赤字に訂正（昨年度に指摘済み） 
 平成 23 年度の GCP 数値は赤字に訂正（上記①と同じ、昨年度に指摘済み） 
 


